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は じ め に

名古屋市国語研究会委員長

清 水 智 子

令和5年 9月に 「ナゴヤ学びのコンパス」 が策定されました。いよいよ令和6年度から

それぞれの学校で新しい学びの在り方を具現化することとなります。「子どもは有能な学

び手」 であり、教 師の役割は 「子どもの学びに伴走すること」 。私 たちは、そのことを念

頭に、新しい授業づくりについて考えて参りました。

昨年度、早稲田大学教授の藤井千春氏のお話をお聞きする機会がありました。そこで教

えてい ただ いた 「教 師の役 割観 の転 換 」 とい う言 葉 が 大変印象 に残 って い ます 。これ か ら

の教師の役割は、子どもの心に火をつけ、 「学びたい」 という意欲をかき立てること。そ

して、課題を指摘し、 「こんなことが学べたね」 と価値付けをして成長を実感させること

だと学びました。子どもの感情に共感し、成長や可能性の評価を行 うことができる教師が、

「授業力のある教師」 なのだと藤井氏は語っていらっしゃいました。

予測困難な社会を生きる子どもたちが、 「自律 した学び手」 すなわち「自分で考えて生

きていける人 」 となるために、私たち教師は変わらなくてはなりません。

この研究集録には、そのような教育課題と真撃に向き合い、子 どもたちと一緒に新しい

国語教室を創造しようと、悩みながらチャレンジをし続けた先生方の姿が、子 どもたちの

変容とともに記されています。子 どもたちとともに学び続ける、 「学びのプロ」である先

生方に、心からの敬意と感謝をお伝えします。

子どもが自分自身の学びを自分の言葉で語り、 周りの子どもたちがそれを聞いて一緒

になって考え始める。友達のつぶやきに温か〈応答し、考 えが深まってい〈。そんな学び

が実現できる国語教室が、名古屋市の随所で見られるようになることを切に願います。


